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はじめに
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ご利⽤の前に
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ご利⽤に当たっては、海技研クラウドにアクセスいただき、
 会員登録
 アプリ利⽤申請
を実施いただく必要があります。

海技研クラウド 会員登録︓
https://cloud.nmri.go.jp/portal/auth/signup

利⽤申請後、2週間後からご利⽤いただけます。
推奨環境︓Google Chrome, Microsoft Edge

海技研クラウド 会員登録画⾯
（登録が終わるとアプリ利⽤申請画⾯に移ります）

以下にアクセスして、SALVIA-OCT.-webのトップ画⾯へ
https://cloud.nmri.go.jp/apps/salvia/top



SALVIA-OCT.-webとは
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 SALVIA-OCT.-webは、実船モニタリングデータから実船性能を抽出し、
性能⽐較・評価を可能とするアプリです。

 実船モニタリングデータの解析、評価はOCTARVIAプロジェクトで開
発された標準⼿法に従っています。

 本アプリの利⽤により、恣意性のない実船モニタリングデータ解析が可
能となります。



SALVIA-OCT.-webとは
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 計算項⽬
 データフィルタリング

 外乱修正

 実船性能評価

 汚損、経年影響評価

 データ検証

 計算の流れ
 計算項⽬の選択

 ⼊⼒データの作成

 Calculation

 出⼒の確認

(1B), (2), (3A)にチェックを⼊れ、Data Inputを
押してデータ⼊⼒画⾯へ移動します。

各タブ内にあるSALVIA-OCT.のロゴをクリックすると、トップ画⾯に戻ることが出来ます。



1. 主要⽬、主機要⽬データ
2. 実船データ
3. ⾃航要素、プロペラ性能データ
4. 外⼒データ（波、⾵）

SALVIA-OCT.-web︓ご準備いただくデータ
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トップ画⾯のImportボタンにより、⾃航要素、プロペラ性能データについ
てはEAGLE-OCT.-web、外⼒データ（波、⾵）についてはOCTARVIA-
webの結果を読み込んで利⽤することが出来ます。



データ⼊⼒
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SALVIA-OCT.-web ︓⼊⼒（主要⽬、主機要⽬）
主要⽬
・垂線間⻑、船幅
・喫⽔
・正⾯投影⾯積*1

・計画船速
・代表排⽔量*2

主機要⽬
・ギア⽐*3

・主機伝達効率*4

・主機MCR
・MCRでの主機回転数

*4 不明の場合、デフォルト値（0.98）を利⽤
*3 減速機がない場合はデフォルト値（1）を利⽤

*1 EAGLE-OCT.-webにて推定可能
*2 計画満載排⽔量など、ユーザーにて設定

⼿⼊⼒
（Import対象外）
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SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（パラメータ設定）

基本設定
・⾵の定義（絶対／相対）
・波の定義（地球基準／船基準）
・計算法の選択←変更不要

外乱設定
・⾵
・波（⾵波、うねり）
・斜航、当舵

フィルタリング設定
⾒掛けスリップ⽐

抵抗閾値法設定
・評価データ
・フィッティングデータ
・閾値

デフォルト設定が標準⼿法に相当
→変更の必要なし

変更不要

推奨設定はデフォルトですが、
⾵波とうねりを分離しない場合
は、iswell=0としてください。



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（実船データ）
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所定フォーマットに記
録された実船データ
ファイル(csv形式）を
ロードする



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（実船データ）
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実船データのファイルフォーマット（計算項⽬1B選択時）︓CSV形式

2016/9/4 2:00 123.0667 29.75 18.9914 19.27 108.7 108.7 0 82.2 18,942.59 3.5153 5.6989 293.0344 1.6 6.1 348.5 0 0 0 64225
2016/9/4 2:30 123.2333 29.7 19.0395 19.39 108.2 108.2 0 82.2 18,720.30 3.476 7.0953 300.4079 1.61 6.1 348.4 0 0 0 64225
2016/9/4 3:00 123.4167 29.7 19.4103 19.79 72.8 72.8 0 82.3 18,695.58 3.4717 3.4112 327.8691 1.61 6 23.2 0 0 0 64225
2016/9/4 3:30 123.6 29.75 19.7586 18.94 68.2 68.2 0 82 18,647.87 3.4632 6.304 311.9966 1.62 5.9 27.4 0 0 0 64225
2016/9/4 4:00 123.7833 29.8 19.7054 19.47 79.1 79.1 0 82.4 18,691.39 3.4709 9.2742 293.6941 1.64 5.8 16.1 0 0 0 64225
2016/9/4 4:30 123.9667 29.81667 19.6787 19.73 84.2 84.2 0 82.1 18,987.73 3.5233 7.1368 283.8593 1.65 5.8 10.4 0 0 0 64225
2016/9/4 5:00 124.1667 29.8 20.2104 20.16 89 89 0 82.3 18,793.97 3.4891 3.8151 254.3887 1.66 5.7 4.9 0 0 0 64225
2016/9/4 5:30 124.35 29.83333 20.6413 19.51 75.7 75.7 0 82 18,588.09 3.4527 6.5229 305.7721 1.65 5.8 18.1 0 0 0 64225
2016/9/4 6:00 124.55 29.86667 20.6589 19.36 76.7 76.7 0 81.9 18,715.82 3.4753 3.7489 292.117 1.65 5.9 17.1 0 0 0 64225
2016/9/4 6:30 124.75 29.91667 20.6491 19.47 77 77 0 82.2 18,857.23 3.5002 4.8848 325.9721 1.64 5.9 17.1 0 0 0 64225
2016/9/4 7:00 124.9333 29.93333 20.7725 19.26 76.1 76.1 0 82 18,951.24 3.5169 2.6555 270.5501 1.63 6 18.2 0 0 0 64225
2016/9/4 7:30 125.1333 29.96667 20.7188 19.5 86.3 86.3 0 82.2 18,733.35 3.4784 6.6736 280.9597 1.61 5.9 8.3 0 0 0 64225
2016/9/4 8:00 125.3333 29.98333 20.5155 19.51 81.9 81.9 0 82.1 18,748.56 3.481 6.0088 278.0204 1.59 5.9 13.1 0 0 0 64225

⽇付 経度
対地
船速緯度 針路 舵⾓

主機
回転数

対⽔
船速

船⾸
⽅位

主機
出⼒

燃料
消費量 ⾵速 ⾵向

有義
波⾼

平均波
周期 主波向

有義
波⾼

平均波
周期 主波向

⾵波 うねり

排⽔量
(knot) (knot) (deg.) (deg.) (deg.) (rpm) (kW) (t/day) (m/s) (deg.) (m) (s) (deg.) (m) (s) (deg.) (ton)

ファイル作成時の注意点

 ⽇付はYYYY/MM/DD HH:MM(:SS)の形式で⼊⼒します。
 舵⾓は中⽴時を0度としてください。
 ⾵波とうねりを分離しない場合、うねりのパラメータを全て0としてください。
 数字以外（⽂字等）を⼊⼒しないでください。
 計測できていない項⽬がある場合は0を⼊⼒ください（空⽩にしたり、詰めないでください）。



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（実船データ）
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実船データのファイルフォーマット（計算項⽬1A選択時）︓CSV形式
以下の順でデータを格納して作成

1. ⽇付（UTC）
2. 経度
3. 緯度
4. 対地船速（平均値／瞬時値）
5. 対地船速（標準偏差）
6. 対⽔船速（平均値／瞬時値）
7. 対⽔船速（標準偏差）
8. 船⾸⽅位（平均値／瞬時値）
9. 船⾸⽅位（標準偏差）
10. 針路（平均値／瞬時値）
11. 針路（標準偏差）
12. 舵⾓（平均値／瞬時値）
13. 舵⾓（標準偏差）
14. 主機回転数（平均値／瞬時値）
15. 主機回転数（標準偏差）
16. 主機出⼒（平均値／瞬時値）
17. 主機出⼒（標準偏差）

18. 燃料消費量
19. ⾵速（平均値／瞬時値）
20. ⾵向（平均値／瞬時値）
21. ⾵速（標準偏差）
22. ⾵向（標準偏差）
23. 有義波⾼（⾵波）
24. 平均波周期（⾵波）
25. 主波向（⾵波）
26. 有義波⾼（うねり）
27. 平均波周期（うねり）
28. 主波向（うねり）
29. 排⽔量



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（実船データ）
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ロード後、⾵速、⾵向の変換を⾏う
このボタンを必ず押してください（押さないとトップで
Calculationボタンを押せません）。変更不要

データ⾏数
（Load Dataボタン実⾏後、⾃動的に更新されます）

データインターバル
（SFCの計算に使⽤）

データ抽出条件の設定
主機回転数、排⽔量を除き、デフォルトが標準⼿法と
なっていますので変更する必要はありません。

主機回転数については、下限（min.）にMCR時回転数
の40%の値を⼊れてください。

排⽔量についてはユーザー側で任意の値を設定できます。



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒（実船データ）
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・⽇時（UTC）、船位
・対地船速*
・対⽔船速*
・針路*
・船⾸⽅位*
・舵⾓*
・主機回転数*
・主機出⼒*
・燃料消費量
・⾵速*、⾵向*（絶対／相対）
・⾵波
・うねり
・排⽔量

対⽔船速

船位

主機出⼒
全てのデータをweb上でグラフ化

*の項⽬は、平均値だけでなく
標準偏差の⼊⼒も可能



SALVIA-OCT.-web︓データ⼊⼒
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プロペラ単独特性

平⽔中⾃航要素

Import機能により、EAGLE-OCT.-
webの推定結果を反映できます。



SALVIA-OCT.-web︓⼊⼒
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⾵圧⼒特性

短波頂不規則波中抵抗増加
（⾵波、うねり）

Import機能により、OCTARVIA-
webの推定結果を反映できます。



SALVIA-OCT.-web︓計算

16

データ⼊⼒が完了すると、Calculationボタンがアクティブに
→Calculationボタンを押して、計算実⾏



評価結果

1
7



SALVIA-OCT.-web︓出⼒
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外乱修正結果

船速ー主機回転数

船速ー主機出⼒

corrected data ALL タブ、corrected data
for RCM タブに出⼒、表⽰されます。



SALVIA-OCT.-web︓出⼒
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実船性能評価結果（抵抗閾値法）

評価結果に対する
品質情報

実船モニタリングデータ
に基づく実船性能

船速ー主機出⼒



SALVIA-OCT.-web︓抵抗閾値法
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外乱修正後のデータに対し、2種類のデータ抽出を⾏う
・平⽔中に近いデータ
⇒δRが10%以下の「評価データ」

・波、⾵がある程度存在する中でのデータ
⇒δRが50%以下の「フィッティングデータ」

nb
En NaBHP 

SnvE VdN 

船速VS－主機回転数NE－主機出⼒BHPの表現
フィッティングデータに適⽤
⇒「フィッティングカーブ」

VS

BHP

評価データ

フィッティング
カーブ

フィッティングカーブ周りの評価データのばらつきが
A) 閾値以下であれば評価終了
B) 閾値を超える場合、δRを下げてフィッティングカーブを
再作成、ばらつきを計算し、閾値以下になれば評価終了

フィッティング
カーブが評価結果
（品質︓Pass）

抵抗閾値法︓同⼀船速での平⽔中からの抵抗増加率（δR）を⽤いた評価法
品質情報Pass Gradeを出⼒（次ページ）



SALVIA-OCT.-web︓抵抗閾値法
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Pass Gradeの説明
ばらつきが閾値
以下にならない

δR50%以下のデータ
が存在する

yes

no

全データでbn=3として
フィッティングカーブ作成

ばらつき計算

no

評価終了（品質︓Pass）

出⼒
yes

出⼒

評価終了（品質︓G3）

δRを50%以下として
フィッティングカーブ作成

4200  nnvn b,d,a
フィッティングカーブの係数が以下を満⾜する

yes

no

bn=3として
フィッティングカーブ作成

出⼒

評価終了（品質︓G2）

出⼒

評価終了（品質︓G1）



その他
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SALVIA-OCT.-web︓Save/Load, export機能
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Save/Load
⼊出⼒結果をJSONファイル形式で保存
計算前の⼊⼒のみの状態でも可

Export
実船性能評価結果をOCTARVIAでのライ
フサイクル主機燃費の計算において利
⽤可能



Saveデータのエクセルファイルへの変換
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 Saveデータについては、専⽤コンバーターによりエクセルファイル
に変換できます。

 エクセル版でのSaveデータをJSON形式に変換し、EAGLE-OCT.-
webで利⽤することも可能です。

専⽤コンバーター（エクセルで動作）

EAGLE-OCT.–web
で使⽤

webアプリのSaveデータ
をエクセルに変換

エクセル版のSaveデータ
をJSONに変換



SALVIA-OCT.-web︓import機能
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EAGLE-OCT.による簡易推定結果が利⽤可能
•平⽔中⾃航要素
•プロペラ単独特性

OCTARVIA-predictionによる外⼒評価結果の
利⽤が可能
•⾵圧⼒特性
•短波頂不規則波中抵抗増加（⾵波、うねり）
•流体⼒係数

Import機能によりファイルを読み込むと、SALVIA-OCT.-webの所定のタブが
⾃動的に更新され、データの⼊⼒が完了します。



他のアプリとの連携

26

① EAGLE-OCT.-webで船体形状、船体・プロペラ性能を推定
② 1の結果を⽤い、OCTARVA-webで、波、⾵による抵抗増加を計算
③ 1及び2の結果を⽤い、SALVIA-OCT.-webで、実船モニタリングデータ解析により平⽔中性能を評価
④ 1~3の結果を⽤い、OCTARVIA-webで任意海象での性能シミュレーション（船速、燃費）

（⽇本気象協会）

データ連接（開発中）

APIでデータ取得

アプリ間で連携することにより、以下が実⾏可能です。

①

②

③

④

③

④


